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メタン発酵から排出される消化液の電解酸化処理
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メタン発酵は有機系廃棄物の分解とともにエネルギー回収が可能なプロセスであり、
近年、フルスケールのプラントが各地で建設されています。メタン発酵によってバイオ
ガスと同時に残渣である消化液が排出されます。消化液には高濃度のアンモニア
や生物難分解性成分が含まれることから、適切な処理が求められます。そこで、
我々は電解酸化法による消化液処理について検討を行いました。

メタン発酵

エネルギー
回収

有機物
畜産糞尿

農業系廃棄物
生ごみ

バイオガス

河川放流消化液 写真. 帯広畜産大学バイオガスプラント

実験方法
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CODは時間経過と共に減少した。

電解生成された次亜塩素酸が酸
化剤として働いたためと考えられる。

対照的に酢酸は単純増加の傾向
を示した。これは次亜塩素酸の酢
酸への反応性が低いことを示してい
る。

アンモニア性窒素は直線的に減少
し、120分で検出限界以下になっ

た。その後、次亜塩素酸が検出さ
れたことから、NH4

+は次亜塩素酸と

反応していたと考えられる。

Cl-は緩やかに減少したが、次亜塩
素酸生成の他に、Cl2ガスとして放

出されたことが理由として挙げられる。

電解酸化法とは

電解酸化法は電気化学的に生成された酸化剤によっ
て 廃水中の汚染物質を分解させる方法。

特徴
•生物処理に比べて反応が高速である。
•有機物はCO2 へ、NH4

+ はN2 への分解が理論上可能。
•電気をON/OFFすることによって反応制御ができる。
•汚泥生成が極めて少ない。
•外気温に左右されにくい。

供試材料：

帯広畜産大学バイオガスプラント(投入
源は主に牛糞尿)から採取した消化液

前処理：

メンブランフィルタを用いて懸濁成分を
除去。蒸留水で3倍希釈。

電解酸化法に適用可能な陽極

廃水処理へ電解酸化法を適用するには、
陽極材料の選択が重要である。陽極に
求められる条件として次の2点がある。

•消耗が少ないこと
•副反応である酸素発生が起こりくいこと

本実験では塩素生成に有利で、副生
成物が抑制可能なDSAを選択した

図、電解酸化によるメタン発酵
消化液処理

電解方法

ビーカーに入れたサンプル300 mlにNaCl
を 0.5g添加し、1.5 Aの定電流で電解。
陽極:DSA, 陰極Ti, 電極間距離10mm

写真、電解酸化によるメタン発酵消化液処理

左から電解時間 0分 、300分、900分

まとめ
畜産糞尿を投入源とするメタン発酵消化液に
対して、電解酸化法はアンモニア性窒素、
COD低減法として極めて有効である

本研究成果の一部は、日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業(強磁場を用いた磁気分離による環境改善と
資源循環利用、プロジェクトリーダー東京都立大学工学研究科渡辺恒雄)の支援によるものです。

帯広畜産大学地域共同研究センター http://www.obihiro.ac.jp/~crcenter/
学振未来開拓 磁気分離プロジェクト http://www.comp.metro-u.ac.jp/~magnet/

本研究に関するお問い合わせ：帯広畜産大学 畜産科学科 助教授 梅津一孝 umetsu@obihiro.ac.jp
研究員 井原一高 ihara@obihiro.ac.jp

帯広または東京地区での研究打ち合わせが可能です。
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